

































・チャウパーイー caup šašƒ は、四句（ときに十句以上）で、ラーマをはじめとする人物の動き
の詳細を描写する。原文の各句二行を邦訳でも二行にした。
















第編 幼年編 第編 美麗編
第編 アヨーディヤー編 第編 ランカー編




Podd šar, Hanum šan Pras šad (ed.). ÁSr šƒr šamcaritm šanas, Gorakhpur: Gšƒt ša Pres, 1961.
参考文献はいろいろあるが、下記を頻繁に参照した








































































































（ドーハー 316 の チャウパーイー 3）
大臣とヴァシシュタ師とバラタに国を任せ ジャナカ王は自分の国に還りゆく。
都の人らはヴァシシュタ師の教えに従い ラーマの都アヨーディヤーを治める。




















（ドーハー 29 ka の チョウパーイー 12）
そこでラーマは弟とともに ゴーダーヴァリー川の畔の自らの庵に行けり。
庵を見るとスィーターの姿はなく ラーマは並みの人間のように取りみだす。



































































































悦』）や作者不詳で1315世紀に書かれたラーマ物語 Adhy šatmar šam šayan. a（『ヴェーダーンタ思想のラ
ーマーヤナ』）も、『ラーマの行いの湖』の形成に大きな役割を果たしたらしい。
上記の二作品については、下記の文献から引用した
Jaydeva, Prasannar šaghava.（筆者未見につき本稿冒頭の「参考文献」の Stasik による）。





mar šam šayan. a 巻＝編3 章14～35句）。
◯ 第編のなかごろラーマとスィーターは、結婚まえにおたがいの姿を見て惹かれあう
（Prasannar šaghava. Stasik, The Inˆnite Story p.76）。
◯ 第編「森林編」のはじめ森林に行ったスィーター妃が、ラーマの手で火の神に預けられ、





























絵の出所Tiv šaršƒ, D. & Mi ásra, S., ÁSršƒ Tulsšƒ
kr.t R šam šayan. a, K ša ásšƒ: Durg šapras šad
Kat. šare, Samvat 1926 (A. D. 1869).＝
D. ティワーリーと S. ミシュラ、『ト
ゥルスィー作ラーマーヤナ』、カーシ
ーのドゥルガープラサード・カターレ
ーがヒンドゥー暦1926年（西暦1869
年）に刊行。
絵の説明は、本文を参考にして坂田がおこ
なった。
